薬害肝炎被告企業製品不買運動の呼びかけ

2007年11月８日
薬害肝炎訴訟を支える会・全国ネット

　医療に携わるみなさん。みなさん方の献身的なお仕事ぶりに、敬意を表します。

　薬害肝炎訴訟、各地裁での判決は、相次いで被告企業や国の責任を認めました。しかし、被告は控訴し、高裁で審理が続いています。この控訴は、肝炎患者が死に絶えるのを待つかのようで、許すことができません。
　わが国には３５０万人ともいわれるＢ型・Ｃ型肝炎患者がいます。そのかなりの部分が輸血、血液製剤投与、予防接種などによる医原性の感染です。肝癌の年間死亡者数約３万人超のうち７割はＣ型肝炎患者、２割はＢ型肝炎患者です。

　このような悲惨な状況をつくったのは、厚生労働省の医療行政と危険な薬を製造販売し続けた企業の責任です。

　さらに、副作用報告をうけて、製剤による肝炎感染を知っていたにもかかわらず、患者にはその事実を伝えていませんでした。被告らは患者の命を軽く見ていたのです。

　私たちは、肝炎患者の全面救済（治療態勢の整備、生活支援など）、真相解明、被害者に対する謝罪、再発防止策の確立を追及しています。
　大阪高裁の和解勧告を受けて新しい動きが出ています。しかし、政府は肝炎患者に対する医療費補助をおこなうことで、政治解決をはかろうとしています。国は投与時期による被害者の切り捨ても考えています。国と企業の全面解決に対する抵抗は非常に頑強です。皆様の多大なるご支援、世論の応援がなければ突破することが出来ません。

　医療関係者のみなさんには、2月から不買運動への協力をお願いしてきました。しかし、安上がりの解決策を提案してくる被告らに対し、国民の批判を強める必要があります。

そこで再度、以下のお願いをいたします。ご協力をよろしくお願いします。
1. 被告企業へ抗議の意思表示をしてください

2. 被告企業の製品の購入を止め、代替品へ切り替えてください

3. 職員や患者さんへ、薬害肝炎の真実を伝えてください

■ 薬害肝炎被告企業製品不買運動の解説 ■

2007/11/07
Q. なぜ、不買運動をおこなうのですか？

A. 被告企業に反省を求め、被害者の救済を急がせるためです。争いを長引かせず、被害者が望む真相解明と謝罪が実現し、安心して治療をうけられるようになることを応援して取り組みます。

Q. 薬害肝炎被害者はどんな救済を求めているのでしょうか？

A. 薬害肝炎全面解決要求書で５つの要求をだしています。

　血液製剤によるウイルス感染の危険性に対する対策が遅れたため、カルテが無くなり訴訟による救済を求めることができない肝炎患者に対する救済も必要です。この要求書の内容は、訴訟で訴えた原告だけでなく、すべてのウイルス性肝炎患者の治療体制整備をめざしたものです。

① 責任の明確化と謝罪

　血液製剤によって感染被害がおきたことに対する法的責任を認めること。

② 責任に基づく被害回復

　損害賠償金を支払うこと。

③ 真相究明と再発防止

　被告は内部情報を公開し、このような薬害が二度と起こらないようなシステムを作ること。

④ 恒久対策

　治療体制の整備、肝炎患者への生活保障、公費による検査体制整備、差別・偏見の一掃。

⑤ 定期協議

　ウイルス性肝炎対策を継続的に実施するための協議。

● 「薬害肝炎全面解決要求書」全文は、www.lawyer-koga.jp/zenmenkaiketu3-060401.doc 
Q. 被告企業にはどんな責任があるのでしょうか？

A. 危険な血液製剤をつくって幅広く販売しながら、危険性がはっきりした後も情報を隠して販売を継続したことです。

　血液製剤には未知のウイルスが混入することは、製品開発をおこなった1960年代でもはっきりしていました。危険性がともなうことから適応症を限って使用すべきでした。ところが、生まれつき凝固因子が足りない人だけでなく、出産時の出血や手術時にまでも使用を広げる販売戦略をとってきました。

　企業は、ウイルスの不活化が難しいことを、最初から認識していました。しかし、原料血のスクリーニングをしないまま、危険なアメリカの売血を原料とした製剤を使い続けました。

　1978年には、FDAがフィブリノゲン製剤の米国での承認を取り消したことをミドリ十字は知っていました。このときも、医療機関に対しては十分な安全性情報を伝えていません。このことが被害の拡大をまねきました。

　薬害エイズ事件のあと、HIV感染の「第四ルート」問題で血液製剤使用患者への検査を呼びかけました。このときに、HIVだけでなくいっしょに感染した可能性が高いHCVの検査もいっしょにしていれば、もっと早く肝炎の治療に取り組むことができた方がたくさんいます。このように、重要な情報を出し渋ってきました。

　国は、法的責任を認めることは拒否し続けていますが、肝炎対策の充実には取り組み始めています。企業は、一切の対策をとっていません。10年前、薬害エイズの和解確認書で「厚生大臣及び製薬会社は、本件について裁判所が示した前記各所見の内容を真摯かつ厳粛に受けとめ、我が国における血友病息者のＨＩＶ感染という悲惨な被害を拡大させたことについて指摘された重大な責任を深く自覚、反省して、原告らを含む感染被害者に物心両面にわたり甚大な被害を被らせるに至ったことにつき、深く衷心よりお詫びする。」とした約束したことは何だったのでしょう。

Q. 被告企業は責任を否定していますが？

A. 被告企業の責任は、裁判所判決での事実認定でも認められてきました。また、感染被害をおこしたこと自体は厚生労働省の調査に対する回答でも認めています。

　また、安全性情報を厚生省や医療機関に迅速に届けていれば、被害者の数はもっと少なくてすみました。

　--------

　フィブリノゲン製剤の投与によりＣ型肝炎を発症した者の概数については、三菱ウェルファーマ社から報告されている。具体的には、昨年３月、当時のウェルファイド株式会社（旧ミドリ十字社からフィブリノゲン製剤の承認を承継。以下「旧ウェルファイド社」という。）がフィブリノゲン製剤による肝炎症例調査結果を再確認する過程で、過去の旧ミドリ十字社による肝炎発生報告件数に齟齬があったことが明らかとなり、厚生労働省に対しその旨の報告があった。厚生労働省はそれを受けて同月薬事法に基づく報告命令を発出し、同製剤による肝炎の発生概数について推計を求めた。その結果、今年３月の時点で１０，５９４例との推計結果が三菱ウェルファーマ社より報告されているところである。

　米国では、昭和５２（１９７７）年にＦＤＡ（食品医薬品庁）が、フィブリノゲン製剤の販売譲渡を禁止した。しかし、我が国ではＦＤＡによる承認取消し後においても、昭和６３（１９８８）年の旧ミドリ十字社による緊急安全性情報*の発出に至るまで引き続き同製剤が幅広く使用されており、今日、こうしたフィブリノゲン製剤の使用継続がＨＣＶへの感染をさらに拡大させたのではないかという指摘がされている。

●「フィブリノゲン製剤によるＣ型肝炎ウイルス感染に関する調査報告書」2002年８月29日　厚生労働省

Q. 患者の治療に使う薬を買わないのは、問題では？

A. 代替薬があるものを選んで変更するように呼びかけています。すべての製品をボイコットするものではありません。新規採用の停止だけでも結構です。
　また、患者さんに「薬害の加害者に反省を求めるために変更をおこなう」と説明をして協力を呼びかけますが、同意が得られない患者さんにまで無理強いはしません。

Q. どのようにすれば参加できますか？
A. 製薬会社宛に早期解決を求める意思表示をし、採用薬のうち変更できるものを切り替えます。現場では、患者さんへ「早期解決を求めている患者さんの願いに協力する」行動をとっていることをお示しください。

　現在採用している薬品を切り替えるのに時間がかかる場合は、製薬企業への早期解決を求める意思表示をしたあと、ひとまず被告企業の製品新規採用の自粛決定をし、患者さんへの告知をおこなうなど、柔軟な形で運動に参加していただくことも歓迎します。
　できれば、お知り合いの先生・医療機関へ協力していただくように宣伝いただくともっとよいです。

　田辺三菱製薬となったので、ナンパオ・アスパラ・田辺胃腸薬などドラッグストアで売られる一般用医薬品も被告製品となりました。一消費者としても、運動に参加できます。
Q. いつまで続けるのですか？

A. 被告企業が原告団の全面解決要求に誠実な対応をするまで続けます。

Q. 効果をあげる不買運動はどうすればできますか？

A. 企業に社会的責任を自覚させることが一番です。

　マスコミ報道を通じて薬害肝炎が話題になっていますが、その実態は十分知られていません。報道の熱が冷めれば関心は薄れます。被告らは関心がさめるのを待っています。
　過ちを犯した企業が、責任をとらずにすませないということを自覚してもらわねばなりません。
　変更する品目が少なくても、患者さんに変更をお願いする説明の中で、命を守る医療に関わる製薬企業がいかにひどいことをしたのかを説明しましょう。

　不買運動に参加する医療機関が増え、薬害肝炎の真相を知る患者が増えることで、世論は盛り上がります。
Q. 国と企業は和解に応じると報道されています。今から不買運動をしても役に立つのでしょうか？

A. 被告側は和解の席につくことを受け入れても、被害者の要求をすべて認めたわけではありません。これから、原告と被告は裁判所において交渉を進めていくのです。
　原告らは和解希望案で(1)責任を認めたうえでの謝罪(2)原告全員の救済(3)恒久的な肝炎対策―を求めていると報道されています。
　国は、投与時期によっては法的責任がないとし、全員救済に背を向けています。そのため、ウイルス肝炎一般に対する医療費補助ですませようとしています。謝罪や真相解明に対する見解は企業も国も示していません。原告・被告双方の主張が大きくかけ離れた状態から交渉はスタートします。
　解決の水準は力関係で決まります。原告団・弁護団の努力に加えて、世論の支持がその成果を決めます。企業に解決を決意させるには、医療従事者・患者の支援を広めることが大切です。

Q ひどいことをしてきた国と製薬企業と、和解するのは許せないのですが？

A. 和解という名前の裁判手続きを利用するということです。妥協をするのではありません。判決手続きは、被告に対して、勝訴した原告への金銭の支払いを命じるだけです。金銭の支払いも強制執行などの別途の裁判手続きが必要な場合もあります。

　原告団は、責任の明確化、謝罪、賠償、恒久対策、真相究明、再発防止、定期協議などの全面解決要求を求めていますが、これらの大半は、和解手続きによる合意がなければ勝ち取れません。

　また、判決手続きは時間がかかります。B型肝炎裁判は最高裁で確定するまで17年かかりました。和解手続きを使う方が早期の解決がはかれます。

　薬害エイズ事件でも1996年に和解で解決しましたが、これは責任の明確化、謝罪、賠償、恒久対策、定期協議、薬害防止策など、判決を超える内容を和解で勝ち取りました。

　このような、判決を超える全面解決を原告団は和解手続きで勝ち取ろうとしています。しかし、世論の応援がなければ、勝ち取れません。
Q. 薬害肝炎の問題について学ぶのによい資料はありますか？

A. 各地の支援する会にお声をかけてください。連絡先がわからない場合は、下記へご連絡ください。基本的な情報源を次ページから紹介します。
薬害肝炎訴訟を支援する会・東京
東京都新宿区新宿1-24-2 長井ビル３階　オアシス法律事務所

Tel：03-5363-0138　Fax：03-5363-0139　Mail：kanenshien-tokyo@hotmail.co.jp
■■ 薬害肝炎関連情報源（書籍） ■■

薬害肝炎―誰がC型肝炎を「国民病」にしたか、大西 史恵、金曜日、￥630

ドキュメント 検証C型肝炎―薬害を放置した国の大罪、フジテレビC型肝炎取材班、小学館、￥1,575

It’s now or never―私は早く、C型肝炎とさよならしたい！、福田 衣里子、書肆侃侃房、￥1,500

■■ 薬害肝炎関連情報源（ネット版） ■■

情報の更新が速いのは「薬害肝炎リレーブログ」http://kanenrelay.exblog.jp/ です。

■ 薬害肝炎訴訟

● ホームページ

http://www.hcv.jp/
薬害肝炎訴訟全国弁護団

http://www008.upp.so-net.ne.jp/lawyer-inao/yakankyu.htm
薬害肝炎訴訟九州弁護団

http://www.lawyer-koga.jp/
古賀法律事務所（九州）

http://www.hcv.jp/shien/nagoya/
薬害肝炎訴訟を支える会・名古屋

http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Circle/1052/
薬害肝炎大阪訴訟を支える会

http://www.geocities.jp/hep_c_alljapan/
薬害肝炎訴訟を支える全国学生の会

http://www.kanen.org/tokyo/
薬害肝炎訴訟を支える東京学生の会

http://www.kanen.org/osaka/
薬害肝炎訴訟を支える大阪学生の会

http://lance-lance.hp.infoseek.co.jp/index.html
薬害肝炎訴訟を支える長崎学生の会

● ブログ

http://alive.blog2.fc2.com/
薬害C型肝炎　九州原告２番さん

http://blog.livedoor.jp/ennriko555/
Piquer  Ennrico’s room　福田衣里子さん

http://letter0128.cocolog-nifty.com/
ほっと Ｌｅｔｔｅｒ　出田妙子さん

http://blogs.dion.ne.jp/coo72/
くうブログ　小林邦丘さん

http://seikonoheya.blog.ocn.ne.jp/sazaenonikki/
サザエの日記
大阪原告１番さん

http://nomoreyakugai.at.webry.info/
DearLIFE(薬害肝炎訴訟原告奮戦記）　桑田智子さん

http://lawyer-koga.cocolog-nifty.com/fukuoka/
「古賀克重法律事務所」ブログ版

http://kanenngy.exblog.jp/
薬害肝炎名古屋訴訟のブログ（名古屋弁護団）

http://kanenrelay.exblog.jp/ 薬害肝炎リレーブログ（東京弁護団）

http://blog.livedoor.jp/kanen_tokyo/
薬害肝炎訴訟・東京支援者のブログ

http://www.canen.org/blog/
薬害肝炎訴訟を支える会・大阪

http://blog.livedoor.jp/hep_c_kyushustudents/
薬害肝炎九州訴訟を支える学生の会

http://blog.livedoor.jp/hearts_hcv_tokyo/ HEARTSの部屋　薬害肝炎訴訟を支える東京学生の会

http://yaplog.jp/sendaigakusei/
薬害肝炎訴訟を支える全国学生の会・仙台

http://ane5ane3.txt-nifty.com/zare/
Ｏｈ！姐御別館　九州訴訟支援の学生さん

http://blog.livedoor.jp/tobby15/
FREEDOM MUSIC 0446　九州訴訟支援の学生さん

http://canensoshou.jugem.cc/
薬害肝炎大阪訴訟・傍聴人のBlog

● 掲示板

http://6544.teacup.com/kanennagoya/bbs
名古屋掲示板

http://8001.teacup.com/hcvoosaka/bbs
大阪掲示板

http://www1.rocketbbs.com/612/caritas.html
薬害肝炎訴訟を支える長崎学生の会BBS

■ 患者会

http://members.at.infoseek.co.jp/sin594/
日本肝臓病患者団体協議会

http://blog.goo.ne.jp/sin594
日本肝臓病患者団体協議会（ブログ）

http://www.tokankai.com/
東京肝臓友の会

http://osaka.kanzo.org/
大阪肝臓友の会

http://kanzo.blog74.fc2.com/
肝臓のなかまたち（第二世代）／大阪

http://www.geocities.co.jp/Beautycare/3529/index.html
日本肝炎友の会

http://web.kyoto-inet.or.jp/people/ryu-sano/index.html
血液凝固異常についての私的ページ

■ Ｃ型肝炎情報

http://kaneninfo.at.infoseek.co.jp/
肝炎情報センター

http://www.jsh.or.jp/
日本肝臓学会

http://www.vhfj.or.jp/
財団法人ウイルス肝炎研究財団

http://www32.ocn.ne.jp/%7Esujaku/hcv.html
Ｃ型肝炎.COM

http://ething.blogs.com/cgata/
Ｃ型肝炎治療情報（ＢＬＯＧ）

■ いままでの薬害

http://homepage1.nifty.com/hkr/yakugai/hyousi.htm
全国薬害被害者団体連絡協議会

http://www.mi-net.org/yakugai/index.html
薬害資料館

http://www.yakugai.gr.jp/
薬害オンブズパースン

http://www008.upp.so-net.ne.jp/ishizue/frame.html
いしずえ（サリドマイド）

http://www.habatakifukushi.jp/
はばたき福祉事業団（HIV）

http://www.cjd-net.jp/
ヤコブ病サポートネットワーク
【 文書案１ 】

２００７年　　月　　日

田辺三菱製薬株式会社　御中

日本製薬株式会社　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療法人○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○病院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院長　□□□□

要求書

　薬害肝炎訴訟は、各地裁において被告の責任を認める判決がでました。しかし、貴社は控訴し、早期解決に非協力的な態度をとりつづけています。

　当時、貴社は非加熱血液製剤の危険性を認めながら、人命より自社の利益を優先させ、販売を続けていました。さらに、ウイルス不活化の不十分な製品を加熱製剤として発売し、被害を拡大させました。

　貴社の情報開示が遅れたことから、投薬証明がとれなくなった患者、除斥期間に該当する者など、訴訟による救済の枠組みから外れる場合が発生しています。

　副作用報告を通じて入手した肝炎感染情報を患者には伝えず、早期に治療を開始できる機会を奪っていたことも明らかになっています。

　これらの行為は、生命を預かる製薬企業として決して許すことができません。私たちは、医療に携わるものとして貴社の姿勢に強い憤りを覚えます。

　今後安心して医療をおこない、患者さん達が安心して医療を受けられるようにするためにも、貴社の誠意ある対応を望みます。

　当院では、上記のような理由から、支援団体から出されている「被告製薬企業製品不買運動」要請書の趣旨に賛同し、医療上の配慮を十分配慮した上で、貴社製品の採用中止等、呼びかけに応えた具体的な対応を行います。

　以下の要求にお応えいただくまで、購入制限をおこないます。

１．薬害肝炎の加害責任を認め、原告団の全面解決要求に応えること

２．薬害肝炎の真相究明に取り組むこと

３．すべての肝炎患者にたいする治療態勢充実につとめること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

【 文書案２ 】

薬害肝炎訴訟被告企業製品の不買運動をはじめとする抗議運動について、

職員のみなさんへの呼びかけ






医療法人○○






○○病院院長　□□□□

　ニュースなどでご存じの通り、薬害肝炎も全面解決にむけて重要な段階にあります。

　署名活動など職員のみなさんによる行動が、各地裁での原告勝訴判決につながりました。しかし、被告製薬企業はその責任を認めようとはしておりません。

　訴訟支援する会から「被告企業の製品不買運動」要請がありました。

　当院でも、このような要請にこたえ被告製薬企業に抗議をするために、被告製薬企業の製品の不買運動に賛同することにしました。患者さんの病状に影響をきたすことがないように薬事委員会で医療上の配慮をし、かわりの薬剤を選択しています。

　職員のみなさんには、このことについて患者さん等からの疑問、不安については上記のような趣旨をよく説明していただき、ご理解をいただけるように訴えてください。説明をしても患者さんがこれまでの薬剤を希望される場合には、変更せずに続けます。

　被告製薬企業の法的責任を認めさせた上での謝罪とともに、再びこのような薬害を起こさせないために徹底した真相の究明、被害者のための恒久対策の課題もまだ残されています。引き続き全職員の奮闘を呼びかけます。

【 文書案３ 】

薬害肝炎訴訟被告企業製品の不買運動をはじめとする

抗議運動へのご協力のお願い







２００７年　１１月　　日







医療法人○○







○○病院 院長　□□□□

　患者のみなさまには、日頃より当院の医療活動に多大なご協力をいただいていることに、お礼申し上げます。

　みなさんも、ニュースなどご存じのとおり、薬害肝炎の裁判は全面解決へ向けて重要な段階にあります。当院でも、支援する会からの要請にこたえて被告製薬企業に抗議をするために、被告製薬企業の製品の不買運動に賛同することにしました。

　そこで、あなたに使われている薬剤が変更になることがあります。みなさんのご協力が薬害肝炎裁判の支援につながります。変更の際にはぜひご協力をお願いします。

　もちろん、あなたの病状に影響をきたすことがないように、かわりの薬剤を薬事委員会で慎重に選択しています。もし、疑問な点があればお申し出ください。

　最後に、この間取り組んできたカンパ、署名にご協力をいただきましたことに、お礼申し上げるとともに、引き続きのご支援をお願いします。

【 不買運動 対象リスト 】

1. 医療用　（別紙）
用法　1:内服、2:注射、3:外用。　薬効コードは「保険薬事典」（じほう社）をご覧ください。包装規格は代表例。代替薬があるものはge有に1が入っています。
　日本製薬の製品は武田薬品が販売しています。
2. 田辺三菱製薬の一般用医薬品（ヘルスケア製品）

参考：http://www.mt-pharma.co.jp/healthcare/products/index.html
■ ナンパオ

カプセル剤「ナンパオ」 （医薬品）

ミニドリンク剤「ナンパオ源気」（医薬品）

■ アスパラ

ドリンク剤

「アスパラドリンクII」 （医薬品）

「アスパラMAX」 （医薬品）

「アスパラドリンク」 （医薬部外品）

「アスパラドリンクゴールド」 （医薬部外品）

「アスパラドリンクX」 （医薬部外品）

ミニドリンク剤

「アスパラエース」 （医薬品）

ビタミン剤

「アスパラメガ」 （医薬品）

目薬

「アスパラ目薬クールIC」 （医薬品）

「アスパラ目薬Ｌ」 （医薬品）

「アスパラ目薬ソフト」 （医薬品）

■ 胃腸薬

「タナベ胃腸薬〈調律〉 」 （医薬品）

■ 皮膚疾患治療薬

「フルコートＦ」 （医薬品）

「ワーボンプラス軟膏」 （医薬品）

■ かぜ薬関連

「ノバポン新感冒薬DX」 （医薬品）

「新ノバポン鼻炎カプセル」 （医薬品）
被告企業の製品で売上が大きい品目
2007年３月期決算・医療用医薬品国内売上高ランキング上位品目
	順位
	品目
	会社名
	売上高(億円）
	伸び率(％)
	一般名

	26
	ラジカット
	三菱W
	285
	-2.7
	エダラボン

	32
	レミケード
	田辺製薬
	205
	60.2
	インフリキシマブ（遺伝子組換え）

	44
	アンプラーグ
	三菱W
	166
	7.8
	塩酸サルポグレラート

	47
	ウルソ
	三菱W
	159
	0.0
	ウルソデオキシコール酸

	54
	セレジスト
	田辺製薬
	145
	5.8
	タルチレリン水和物

	64
	ヘルベッサー
	田辺製薬
	134
	-7.6
	ジルチアゼム塩酸塩、ジェネリック有

	67
	ヴェノグロブリン－IH
	三菱W
	132
	6.5
	ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン

	71
	タナトリル
	田辺製薬
	128
	-3.0
	塩酸イミダプリル

	86
	デパス
	三菱W
	112
	-1.8
	エチゾラム

	91
	サアミオン
	田辺製薬
	102
	-10.5
	ニセルゴリン、ジェネリック有

	96
	メインテート
	田辺製薬
	99
	-2.9
	フマル酸ビソプロロール、ジェネリック有


お問い合わせ先： 薬害肝炎訴訟を支援する会・東京


東京都新宿区新宿1-24-2 長井ビル３階　オアシス法律事務所
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